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会
員
募
集

　

◆
混
声
合
唱
団
東
京
Ｂ
Ｃ
Ａ　

第
２
～
第
４
日
曜
日
、
午
後
２
時

～
４
時
、
久
留
米
中
学
校
で
。
会

費
月
４
０
０
０
円
ほ
か
。「
歌
詞

を
美
し
く
発
音
し
大
切
に
歌
う
」

が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
詳
し
く
は
佐

藤
☎
４
６
４
・
７
５
３
３
へ
。

　

◆
日
本
画（
杉
の
会
）　

第
１
土

曜
日
午
前
９
時
半
～
正
午
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円（
材
料
費
込
み
）。
個
別
に

初
歩
か
ら
丁
寧
に
指
導
。
詳
し
く

は
中
島
☎
４
５
８
・
６
４
７
０
へ
。

　

◆
水
泳
・
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
東
久
留
米
市
水
泳
連
盟
）　

毎

週
月
曜
～
金
曜
日
、
柳
泉
園
グ
ラ

ン
ド
パ
ー
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
連
盟
会
費
月
２
０
０
円

と
練
習
会
費
１
回
７
５
０
円
。　
１６

歳
以
上
で
健
康
な
方
。　

歳
以
上

７０

は
要
相
談
。
短
期
教
室
あ
り
。
初

心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は 
坂  
内 
☎
０

ば
ん 
な
い

９
０
・
４
８
１
４
・
３
６
７
５
へ
。

　

◆
軟
式
野
球
（
少
年
野
球
ド

リ
ー
ム
セ
ブ
ン
）　

毎
週
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
の
午
前
８
時
～
正
午
、

第
七
小
学
校
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。
明

る
く
楽
し
く
前
向
き
に
、
少
年
野

球
を
や
ろ
う
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
前
原
☎
４
７
２
・
６
４
８

８
へ
。

　

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
東
久
留
米

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）　

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
～
５
時
、
南
町
運
動
広

場
ほ
か
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。

会
費
年
８
０
０
０
円
。
性
別
・
年

齢
不
問
。
明
る
く
楽
し
く
前
向
き

に
和
気
あ
い
あ
い
で
や
り
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
前
原
☎
４
７
２
・

６
４
８
８
へ
。

　

◆
東
久
留
米
自
然
ふ
れ
あ
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア　

第
１
・
第
３
水
曜

日
と
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
前

９
時
～
午
後
３
時
ほ
か
、
市
内
の

緑
地
保
全
地
域
ほ
か
で
。
会
費
年

１
０
０
０
円
ほ
か
。
詳
細
は
ふ
れ

あ
い
情
報
サ
イ
ト
「
く
る
く
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
豊
福
☎
４
７
５
・
７
６

４
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米 
歌 か 
林 
短
歌
会　

第

り
ん

３
水
曜
日
の
午
後
１
時
半
～
３
時

半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
１
０
０
０
円
。
楽
し
く
短
歌

を
学
び
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
中
村
☎
４
７

２
・
９
８
１
３
へ
。

　

◆
華
道
サ
ー
ク
ル
草
月
流　

月

２
回
。
金
曜
日
の
午
前　

時
～
正

１０

午
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
２
０
０
０
円（
花
代
別
）。
初

心
者
～
上
級
者
。
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

は
土
曜
日
。
詳
し
く
は
伊
東
☎
４

７
１
・
６
６
９
７
へ
。

　

◆
詩
吟
・ 
岳  
風 
会　

第
２
～
第

が
く 
ふ
う

４
木
曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
１
１
０
０
円
。
初
心
者
・
中
高

年
齢
者
歓
迎
。
見
学
可
。
詳
し
く

は 
垣 かき 
畑 
☎
４
７
２
・
１
０
２
１
へ
。

は
た

　

◆
中
国
水
墨
画
・
彩
色
（ 
劉 
の

り
う

会
）　

毎
週
金
曜
日
午
後
０
時　
４０

分
～
３
時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。

中
国
水
墨
画
を
通
し
て
、
楽
し
く

仲
間
づ
く
り
で
き
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
詳
し
く
は
村
田
☎
４
７
２
・

３
２
１
９
へ
。

　

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
ニ
コ

ニ
コ 
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ 
）　

毎
週
水
曜
日

ベ

イ

ビ

ー

午
前　

時
半
～
正
午
、
わ
く
わ
く

１０

健
康
プ
ラ
ザ
・
大
沼
公
民
館
（
小

平
市
大
沼
町
一
丁
目
）
ほ
か
で
。

会
費
１
回
１
０
０
０
円
（
初
回
体

験
は
５
０
０
円
）。
生
後
１
カ
月

～
１
歳
児
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ

の
保
護
者
・
妊
婦
さ
ん
も
歓
迎
。

詳
し
く
は
崎
田
☎
０
８
０
・
１
３

３
５
・
２
８
１
３
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
ル
ン
バ　

月
４

回
。
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
、

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
。
会
費
月
３
０
０
０

円
。
少
し
踊
れ
る
方
。
男
女
２
人

が
指
導
し
ま
す
。
詳
し
く
は
佐
藤

☎
０
９
０
・
２
２
２
４
・
５
７
８

５
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
ス
パ
イ
ラ
ル　

第
１
～
第
３
月
曜
日
午
前
９
時
半

～
正
午
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費
月
２

０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
男
女

共
に
少
し
踊
れ
る
方
。
詳
し
く
は

今
成
☎
０
９
０
・
５
３
４
３
・
４

０
２
３
へ
。

催

し

　

◆
第　

回
東
久
留
米
写
真
同
好

１７

会
写
真
展
（
東
久
留
米
写
真
同
好

会
）　　

年
１
月　

日
（
木
）
～　

２６

１６

２０

日
（
月
）
の
午
前　

時
～
午
後
６

１０

時
（
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）、

ス
ペ
ー
ス
１
０
５
（
市
役
所
向
か

い
）
で
。
入
場
料
無
料
。
１
年
に

１
回
、
撮
影
技
術
の
向
上
し
た
写

真
を
ご
覧
い
た
だ
く
写
真
展
で
す
。

詳
し
く
は
矢
花
☎
４
７
８
・
８
７

６
８
へ
。

　

◆
第　

回
あ
じ
さ
い
公
園
手
づ

１８

く
り
盆
踊
り
新
春
の
集
い
（
あ
じ

さ
い
公
園
手
づ
く
り
盆
踊
り
の

会
）　　

年
１
月　

日
（
日
）
午
前

２６

１２

　

時
～
午
後
０
時　

分
、
あ
じ
さ

１０

１５

い
公
園
（
滝
山
三
丁
目
）
で
。
参

加
費
無
料
。
子
ど
も
た
ち
・
地
域

の
皆
さ
ん
と
故
郷
を
思
い
、
お
餅

つ
き
を
楽
し
み
ま
す
。
詳
し
く
は

大
谷
☎
４
６
１
・
３
２
６
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ
り

（
東
久
留
米
の
び
の
び
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
）　　

年
１

２６

月　

日
（
土
）
午
前
９
時
、
東
久

１１
留
米
駅
西
口
集
合
。
参
加
費
３
０

０
円（
保
険
代
含
む
）。
雨
天
決
行
。

先
着　

人
。
福
袋
あ
り
。
飲
み

３０

物
・
雨
具
持
参
。
動
き
や
す
い
服

装
で
。
詳
し
く
は
小
野
木
☎
４
２

１
・
０
４
３
９
へ
。

　

◆
Ｈ
Ａ
Ｓ
バ
ザ
ー
（
ホ
ー
ム
・

ア
ニ
マ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
）　　

月
１２

　

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後
３

１５

１０

時
（
雨
天
は　

日
〈
日
〉
に
延
期
）、

２２

金
山
町
１
ノ
６
ノ　

で
。
入
場
料

１５

無
料
。
収
益
は
動
物
の
保
護
・
医

療
費
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
浅
木
☎
４
６
２
・
８
６

０
６
へ
。

　

◆
こ
ん
ぺ
い
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

「
ぼ
く
ら
太
陽
の
子
」（
東
久
留
米

う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
こ
ん
ぺ
い
と

う
）　　

年
１
月　

日
（
祝
）
午
後

２６

１３

２
時
開
演
（
１
時
半
開
場
）、
成
美

教
育
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

で
。
入
場
料
１
０
０
０
円
（
子
ど

も
５
０
０
円
）。　

年
ぶ
り
の
コ

２０

ン
サ
ー
ト
で
す
。
ゲ
ス
ト
は
二
本

松
は
じ
め
さ
ん
・
全
レ
ク
一
座
。

詳
し
く
は
佐
々
木
☎
４
７
４
・
６

６
５
４
へ
。

　

◆
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ミ
ニ
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
ワ
イ
キ
キ
・

セ
レ
ナ
ー
ダ
ス
）　　

月　

日

１２

２１

（
土
）午
後
７
時
半
、大
谷
宅（
前

沢
２
ノ　

ノ　

）
で
。
入
場
料
無

１１

１６

料
。　

周
年
生
演
奏
を
お
楽
し
み

２０

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
大
谷
☎
４

７
４
・
０
９
３
２
へ
。

　

◆
「
地
域
で
生
か
そ
う 
傾  
聴 
」

け
い 
ち
ょ
う

へ
の
お
誘
い
（
東
久
留
米
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
み
み
）　　

年
１
月

２６

　

日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２０半
、
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

で
。
入
場
料
無
料
。
講
師
は
ホ
ー

ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協
会
の
鈴
木

絹
英
氏
。
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。
詳
し

く
は
桜
木
☎
４
７
３
・
７
６
０
０

へ
。

　

市
で
は
、
産
業
振
興
事
業
の
実

施
に
当
た
り
地
域
産
業
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。
同
協
議

会
の
農
業
推
進
事
業
部
会
で
は
、

地
場
産
野
菜
の
普
及
と
地
産
地
消

を
目
指
し
「
親
子
で
つ
く
ろ
う
学

校
給
食
（
地
場
産
野
菜
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
通
勤
・
通
学
な
ど
で

東
久
留
米
駅
周
辺
の
市
営
自
転
車

等
駐
車
場
を
常
時
利
用
す
る
方
を

対
象
に
、
利
用
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
。
現
在
登
録
し
て
い
る
方
も
、

新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

※
駅
か
ら
直
線
に
し
て
７
０
０

丿
以
内
に
自
宅
・
通
勤
先
・
通
学

先
の
あ
る
方
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

登

録

申

請

書 

・
要
項
の
配
布

　

次
の
場
所
で　

月　

日
（
月
）

１２

１６

か
ら
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

　

①
市
役
所
（
１
階
南
側
出
入
口

横
お
よ
び
５
階
施
設
管
理
課
）

　

②
上
の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝

山
の
各
連
絡
所

　

③
西
第
９
一
時
自
転
車
等
駐
車

場
お
よ
び
東
第
２
自
転
車
等
駐
車

場
　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
申
請

書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
。

　
【
配
布
時
間
】①
②
は
平
日
の
午

前
８
時
半
～
午
後
５
時
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）。
③
は
年
末

年
始
を
除
く
午
前
７
時
～
午
後
８

時
半

　
【
申
請
方
法
】登
録
要
項
に
従
っ

て　

月　

日
（
月
）
～　

年
１
月

１２

１６

２６

月
７
日
（
火
）
は
、
冬
の
強
調

期
間
と
し
て
、
各
中
学
校
地
区

単
位
実
行
委
員
会
が
、
街
頭
パ

ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
参
加
・
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
青
少

年
へ
の
励
ま
し
や
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
、
時
に
は
注
意
の
言
葉
な

ど
、
愛
の
ひ
と
声
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係
☎
４
７
０
・
７
７

３
５
へ
。

　

犯
罪
が
起
き
や
す
い
こ
の
時
期
、

田
無
警
察
署
で
は
「
わ
が
街
を　

み
ん
な
で
守
ろ
う　

年
の
暮
れ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に　

月　

日（
金
）

１２

２０

～　

日
（
日
）、
年
末
地
域
安
全
運

２９
動
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
１
月
～

　

月　

日
に
市
内
で
「
ひ
っ
た
く

１１

１８

り
」
６
件
、「
母
さ
ん
助
け
て
詐

　

年
末
年
始
は
１
年
の
う
ち
で
最

も
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
で

す
。
そ
こ
で
東
久
留
米
市
消
防
団

で
は
、　

月　

日
（
木
）
～　

日

１２

２６

３０

（
月
）
の
間
、
消
防
歳
末
特
別
警

戒
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

防
火
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
ご
家
庭

で
も
家
の
周
り
の
整
理
整
頓
や
、

火
の
元
の
点
検
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

　

救
急
出
場
件
数
が
多
く
な
り
、

近
く
の
救
急
車
が
待
機
し
て
い

な
い
場
合
、
遠
く
の
救
急
車
が

救
急
要
請
し
た
現
場
に
来
る
確

率
が
高
く
な
る
た
め
、
到
着
時

間
の
遅
れ
に
よ
り
、
救
え
る
命

が
救
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
救
急
車
の
適
正
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い

か
迷
っ
た
と
き
や
診
察
可
能
な

　

住
宅
耐
震
診
断
と
は
、
地
震
に

対
す
る
住
宅
の
安
全
性
を
調
査
す

る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
【
助
成
金
額
】耐
震
診
断
に
要
し

た
費
用
（
消
費
税
を
除
く
）
の
２

分
の
１
以
内
（
１
０
０
０
円
未
満

の
端
数
は
切
り
捨
て
）
で
、
５
万

円
を
限
度
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

助
成
金
の
交
付
は
予
算
の
範
囲
内

で
、
同
一
の
住
宅
に
対
し
て
１
回

限
り
で
す

　
【
助
成
対
象
住
宅
】昭
和　

年
５

５６

月　

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
市
内

３１
に
存
す
る
木
造
住
宅
で
、
自
己
所

有
で
住
居
と
し
て
利
用
し
て
い
る

地
上
３
階
（
地
階
は
除
く
）
ま
で

の
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
な
ど
の
併

用
住
宅
も
含
む
）

　
【
助
成
対
象
者
】助
成
対
象
住
宅

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ご
み
の
減

量
対
策
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

（
左
表
の
通
り
）。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
い
説
明
会
な
ど
減

　

学
童
保
育
所
の　

年
度
入
所
の

２６

申
し
込
み
受
け
付
け
を
、
日
曜
日

を
除
く　

年
１
月
４
日
（
土
）
～

２６

　

日
（
金
）
に
行
い
ま
す
。
受
付

１０時
間
は
、
１
月
４
日
（
土
）
が
午

前
８
時
半
～
正
午
、
６
日
（
月
）・

９
日
（
木
）・　

日
（
金
）
が
午
前

１０

８
時
半
～
午
後
５
時
、
７
日

（
火
）・
８
日
（
水
）
が
午
前
８
時

半
～
午
後
８
時
で
す
。

　

学
童
保
育
所
は
、
放
課
後
帰
宅

し
て
も
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
に

よ
り
家
庭
で
保
育
（
監
護
）
を
受

け
ら
れ
な
い
児
童
を
、
保
護
者
に

代
わ
っ
て
専
門
の
職
員
が
保
育
指

導
す
る
施
設
で
す
。

　

今
回
入
所
の
対
象
と
な
る
の
は
、

来
年
４
月
に
小
学
新
１
年
生
～
新

３
年
生
と
な
る
児
童
で
す
。

　
【
提
出
書
類
】①
入
所
申
請
書
②

保
護
者
の
状
況
を
証
明
す
る
書
類

（
勤
務
証
明
書
、
病
気
治
療
中
の

と
き
は
医
師
の
診
断
書
、
そ
の
ほ

　

日
（
水
）
に
（
必
着
）、
〒
２
０

１５３
倆
８
５
５
５
、
市
役
所
施
設
管

理
課
管
理
調
整
担
当
宛
て
郵
送
を
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
。
電
子
申
請
は　

月　

日

１２

１６

（
月
）
～　

年
１
月　

日
（
水
）

２６

１５

午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

※
封
筒
に
は
、
登
録
者
本
人
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

の
上
、
返
信
用
封
筒
（　

円
切
手

８０

を
貼
付
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
の
方
で
来
庁
で
き
な
い

方
は
、
電
子
結
果
通
知
を
確
認
後
、

決
定
通
知
の
控
え
と
返
信
用
封
筒

（　

円
切
手
を
貼
付
）
を
郵
送
し

８０
て
く
だ
さ
い
。

　
【
利
用
登
録
決
定
】希
望
す
る
駐

車
場
が
登
録
可
能
台
数
を
超
え
た

場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

登
録
決
定
後
の
手
続
き
は
、
返
信

用
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

詳
細
は
「　

年
度
自
転
車
等
駐

２６

車
場
利
用
登
録
申
請
要
項
｣
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
担
当
☎
４
７
０
・

７
７
６
４
へ
。

時
々
駐
車
場
を 

ご

利

用

の

方

　

西
第
９
・
西
第　

・
東
第
９
の

１０

各
一
時
駐
車
場
お
よ
び
民
間
の
一

時
利
用
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
左
上
図
参
照
）。　

利
用
料
金

は
、
西
第
９
一
時
は
自
転
車
が
一

般
１
０
０
円
・
学
生　

円
、
原
動

５０

機
付
自
転
車
が
一
般
２
０
０
円
・

学
生
１
０
０
円
、
西
第　

一
時
は

１０

自
転
車
１
０
０
円
、
東
第
９
一
時

は
自
転
車
１
０
０
円
・
原
動
機
付

自
転
車
２
０
０
円
で
す
。

　

な
お
、
西
第　

一
時
お
よ
び
東

１０

第
９
一
時
は
、
機
械
式
の
た
め
学

　

年
度
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の

２６利
用
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

割
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
民
間

一
時
利
用
駐
車
場
は
、
学
割
が
な

い
ほ
か
、
各
駐
車
場
に
よ
り
時
間

ご
と
の
料
金
や
、
駐
車
可
能
な
車

種
が
異
な
り
ま
す
。

　

東
久
留
米
駅
周
辺
は
自
転
車
等

放
置
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
転
車
等
駐
車
場
お
よ
び
、

徒
歩
、
バ
ス
な
ど
の
利
用
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

東
第
２
自
転
車
等
駐
車
場

の

申

し

込

み

　

東
第
２
自
転
車
等
駐
車
場
は
２

階
建
て
で
す
。
新
規
利
用
登
録
は
、

１
階
か
ら
受
け
付
け
し
て
い
き
ま

す
。
随
時
受
け
付
け
の
際
に
は
、

１
階
の
空
き
状
況
に
よ
り
、
２
階

利
用
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
担
当
☎
４
７
０
・

７
７
６
４
へ
。

を
所
有
す
る
個
人
（
複
数
の
個
人

が
共
有
す
る
場
合
は
、
共
有
者
全

員
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
代
表

者
）
で
、
現
在
そ
こ
に
居
住
し
て

い
る
方
。
ま
た
、
居
住
者
全
員
が

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　
【
診
断
機
関
】市
で
は
診
断
機
関

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
次
の
診
断

機
関
以
外
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

▼
市
長
が
認
め
た
建
築
士
▼
社

団
法
人
東
京
都
建
築
士
事
務
所
協

会
北
部
支
部
の
会
員
▼
東
京
都
木

造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所
登
録
制

度
実
施
要
綱
に
基
づ
く
耐
震
診
断

事
務
所

　

助
成
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
施
設
管

理
課
（
市
役
所
５
階
）
６
番
窓
口

で
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
建
築
営
繕
係
☎

４
７
０
・
７
７
５
６
へ
。

学
童
保
育
所
へ
の
入
所
申
し
込
み

受
け
付
け
は　
年
１
月
４
日（
土
）～　

日（
金
）

２６

１０

　

７
月
～
９
月
の
募
集
期
間
に
、

市
内
の
小
・
中
学
生
、　

校
１
３

１２

８
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
１
次
審

査
（
書
類
選
考
）・
２
次
審
査
（
調

理
・
試
食
な
ど
）
を
経
て
７
人
の

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
の
レ
シ
ピ
は
い
ず
れ
も

レ
ベ
ル
が
高
く
審
査
の
点
数
は
接

戦
と
な
り
、
最
優
秀
賞
は
２
作
品

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
入
賞

作
品
は
、
学
校
給
食
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
産
業
振
興
課
で
は
７
人
の

レ
シ
ピ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
、

希
望
す
る
方
へ
配
布
す
る
予
定
で

す
。

　

入
賞
者
・
作
品
は
以
下
の
通
り

で
す
。

　

▼
最
優
秀
賞
＝
「
マ
カ
ロ
ニ
ナ

ポ
リ
タ
ン
」（
南
中
１
年
・
榎
本
拓

真
）、「
す
り
お
ろ
し
人
参
ポ
テ

ト
」（
第
三
小
３
年
・
長
坂
嵩
斗
）▼

優
秀
賞
＝「
大
根
入
り 
青
椒
肉
絲 
」

チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス

（
本
村
小
６
年
・
徳
永
賢
人
）、

「
ほ
う
れ
ん
草
・
ツ
ナ
の
ケ
ー
ク

サ
レ
」（
本
村
小
６
年
・
児
童
）、

「
ほ
う
れ
ん
草
と
ひ
じ
き
の
里
芋

コ
ロ
ッ
ケ
」（
第
七
小
５
年
・
鳥
居

和
）、「
と
り
ひ
き
肉
と
ニ
ン
ジ
ン

団
子
の
ス
ー
プ
」（
東
中
１
年
・
三

井
綾
佳
）、「
里
芋
ほ
う
れ
ん
草

ベ
ー
コ
ン
の
バ
タ
ー
じ
ょ
う
ゆ
い

た
め
」（
神
宝
小
５
年
・
遠
藤
遼
夏
）

　

詳
し
く
は
同
課
農
政
係
☎
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

「
親
子
で
つ
く
ろ
う
学
校
給

「
親
子
で
つ
く
ろ
う
学
校
給
食食

（
地
場
産
野
菜
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
）

（
地
場
産
野
菜
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
）」」

「
愛
の
ひ
と
声
運
動

「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」」

冬
の
強
調
期
間

冬
の
強
調
期
間　

　
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」
と
は
、

良
い
こ
と
を
し
て
い
る
青
少
年

に
は
励
ま
し
の
言
葉
を
、
良
く

な
い
こ
と
や
危
な
い
こ
と
を
し

て
い
る
青
少
年
に
は
注
意
の
ひ

と
声
を
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

正
し
い
日
常
生
活
の
ル
ー
ル
を

知
ら
せ
、
自
己
と
他
人
を
尊
ぶ

心
を
高
め
、
青
少
年
を
非
行
と

事
故
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

各
中
学
校
地
区
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
を
は
じ
め
、
関
係

　

団
体
で
実
施
委
員
会
を
組
織

２９し
、
市
民
ぐ
る
み
の
運
動
と
し

て
展
開
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
（
木
）
～　

年
１

１２

２６

２６

欺
」　

件
、
侵
入
窃
盗　

件
が
発

３６

２２

生
し
ま
し
た
。

　

特
に
年
末
の　

月
中
、
①
金
融

１２

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
に
対
す
る
重
点
警
戒
②
自
転

車
盗
、
ひ
っ
た
く
り
、
母
さ
ん
助

け
て
詐
欺
の
防
犯
対
策
の
推
進
③

子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪
の
被
害
防

年
末
地
域
安
全
運
動

病
院
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー（
電
話
番
号
＃
７
１
１
９
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
救
急
相

談
セ
ン
タ
ー
で
は　

時
間
、
医

２４

師
や
看
護
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ

な
が
ら
な
い
場
合
は
、
多
摩
地

区
☎
０
４
２
・
５
２
１
・
２
３

２
３
、　

区
☎　
・
３
２
１
２
・

２３

０３

２
３
２
３
に
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
は
救
急
出
場
件
数
が
急
増
し
ま
す
！

「
迷
っ
た
と
き
に
は
＃
7
1
1
9
へ
」

　

新
春
恒
例
の
東
京
消
防
出
初
式

を　

年
１
月
６
日
（
月
）
に
東
京

２６
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
い
ま
す
。
消

火
・
救
助
・
救
急
演
技
、
消
防
機

械
部
隊
の
分
列
行
進
、
江
戸
消
防

記
念
会
に
よ
る
伝
統
の 
木
遣 
り
行

き
や

26年東京消防出初式を
実施します

進
・
は
し
ご
乗
り
、
東
京
消
防
庁

音
楽
隊
「
カ
ラ
ー
ガ
ー
ズ
」
の
演

奏
・
演
技
な
ど
、
防
火
・
防
災
の

行
事
と
し
て
毎
年
多
く
の
方
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
東
久
留
米
自
衛
消
防
訓

２５
練
審
査
会
・
発
表
会
の
審
査
部
門
、

男
子
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ

パ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社
多
摩

工
場
の
自
衛
消
防
隊
が
、
都
内
各

地
か
ら
選
出
さ
れ
た
自
衛
消
防
隊

の
行
進
の
先
頭
に
立
ち
、
指
揮

者
・
旗
手
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
自

衛
消
防
係
☎
４
７
１
・
０
１
１
９

へ
。

消防歳末特別警戒消防歳末特別警戒をを
実施しま実施しますす
「うれしい「うれしいねね

防火で笑顔　　防火で笑顔のの
人と町　　　　　　人と町」」

量
活
動
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ご
み
の
出
し
方
や
分
別
方
法
な

ど
が
不
明
の
場
合
や
、
説
明
会
な

ど
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
み
対
策

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
３
・
２

１
１
７
へ
。

か
の
理
由
で
家
庭
で
の
適
切
な
監

護
が
で
き
な
い
と
き
は
そ
の
理
由

書
）
③
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、

世
帯
全
員
の　

年
度
住
民
税
非
課

２５

税
証
明
書
。
生
活
保
護
受
給
世
帯

は
受
給
証
明
書

　

※
入
所
申
請
書
と
勤
務
証
明
書

の
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
（
市

役
所
２
階
）、
各
学
童
保
育
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
【
申
請
受
付
場
所
】子
育
て
支
援

課
　
【
学
童
保
育
所
費
】１
人
月
額
５

０
０
０
円

　

※
保
育
所
費
の
免
除
を
受
け
る

方
は
、
申
請
時
に
世
帯
全
員
の
非

課
税
証
明
書
ま
た
は
、
生
活
保
護

受
給
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　
【
ご
注
意
】①
受
付
期
間
後
に
申

し
込
み
の
あ
っ
た
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
は
、
入
所
時
期
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
②
い
ず
れ
の
学
童

保
育
所
も
希
望
者
が
定
員
を
超
え

た
場
合
は
入
所
判
定
を
行
い
、
入

所
児
童
を
決
定
し
ま
す
の
で
、
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
同
課
児
童
係
☎
４
７

０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
４
１
０
・

２
４
１
１
）
へ
。

止
④
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯

罪
、
万
引
き
の
防
止
⑤
地
域
環
境

の
浄
化
と
少
年
の
非
行
防
止
を
重

点
目
標
に
、
同
署
で
は
市
、
防
犯

協
会
、
母
の
会
な
ど
の
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
各
種
防
犯
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
署
生
活
安
全
課
防

犯
係
☎
４
６
７
・
０
１
１
０
ま
た

は
市
防
災
防
犯
課
防
災
防
犯
係
☎

４
７
０
・
７
７
６
９
へ
。

マカロニナポリタン

すりおろし人参ポテト

東9一時東9一時東9一時

N

（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）
西9一時西9一時西9一時

（一時利用専用。
機械式。自転車のみ）
（一時利用専用。
機械式。自転車のみ）
（一時利用専用。
機械式。自転車のみ）

商業施設商業施設商業施設

工場工場工場

　西10一時　西10一時　西10一時

バイクバイクバイクバイクバイクバイクバイクバイク

東９一時（一時利
用専用。機械式。
自転車、原付）

市営自転車等駐車場と放置禁止区域
が自転車等放置禁止区域です

１年間（4/1～翌年3/31）
種　別

学生など一 般

１２,２４０円２０,４００円自転車

１５,１２０円２５,２００円原動機付自転車

市営自転車等駐車場年間使用料

申請件数収納可能台数
区　分

原動機付自転車自転車原動機付自転車自転車

４３台２８３台８１台７０２台東第２（２階建）

３３台４２９台２０台３２８台東第６

７３台４６４台８２台７６０台西第４

─１,１４１台　─３７６台西第８

４台　５５台７１台３８４台西第１０

※第２・第３希望の参考にご覧ください。

２５年度における第１希望の利用登録申請状況

２５年ごみ減量へのこれまでの取り組み
小計６月５月４月３月２月１月
２,４７６.３１,２５１.４４３９.８３６７.５１２８.２２１２.９７６.５小型家電
１,４４６.６３７２.８３１７.７３０５.６２９３.０１５７.５鉄・非鉄類
４２７.９９２.８９７.６９７.９６６.１６０.１１３.４生ごみ
１,２７０.００.０３６５.０４４０.０２５５.０２１０.０落　葉
１３３.０１３３.０袋収集
５,７５３.８１,７１７.０１,３５３.１１,２１１.０７４２.３６４０.５８９.９小　計
５８６２３０１１２１４３６５２４１２説明会等

小計１２月１１月１０月９月８月７月
１,８９１.４４８３.３４８５.６４７８.２４４４.３小型家電
１,３６０.０３１８.４３１４.３３６２.２３６５.１鉄・非鉄類
２８１.５６９.４５８.０７６.６７７.５生ごみ
７２３.０４００.０１１８.０８５.０１２０.０落　葉
６６.３６６.３雑草類

８,１０２.０８,１０２.０紙　類
１,０７８.７２５.７８４３.０２１０.０袋収集
１３,５０２.９１,３６３.１９７５.９９,９４７.０１,２１６.９小　計

４８１１１８８７１３３１４３説明会等
１９,２５６.７ごみ減量合計
１,０６７説明会合計

※数値は減量できたごみ量(kg)。
※説明会等欄は実施回数(件)（個別説明も含む）。
※袋収集欄は、路上にある不法投棄の多いボックスなどを撤去し、袋収集へ変更した結果、減少した量。

～
申
請
は
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
で
～

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

～市内の自衛消防隊が
行進指揮者として参加～

気
を
付
け
て
！
「
犯
人
が
あ
な
た
の
ス
キ
狙
っ
て
る
」

～
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
～

木造住宅耐震診木造住宅耐震診断断
費用の一部を助費用の一部を助成成
していましていますす

　

男
女
平
等
推
進
市
民
会
議
は
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
こ
れ
ま

で
７
期
に
わ
た
っ
て
地
域
の
中

で
男
女
が
共
に
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

提
言
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
７

期
目
で
は
、「
第
２
次
男
女
平

等
推
進
プ
ラ
ン
」
の
評
価
方
法

や
進
捗
状
況
評
価
の
答
申
を
行

い
、
市
は
そ
の
実
現
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
第
８
期
の
市
民
会
議

設
置
に
当
た
り
、
市
民
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
の　
２０

歳
以
上
の
方

【
募
集
人
数
】
２
人

【
検
討
内
容
】
第
２
次
男
女
平

等
推
進
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
評

価
な
ど

【
任
期
と
会
議
回
数
】　

年
２

２６

月
か
ら
２
年
間
、　

回
程
度

１０

（
平
日
午
後
６
時
半
か
ら
）予
定

【
報
酬
】
市
条
例
の
規
定
に
よ

り
支
給

【
選
考
】
書
類
・
面
接

　

申
し
込
み
は
「
男
女
共
同
参

画
社
会
実
現
の
た
め
の
あ
な
た

の
考
え
」
を
４
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、　

年
１
月　

日
（
金
）

２６

１０

ま
で
に
（
必
着
）、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

経
歴
お
よ
び
社
会
活
動
の
経
験

な
ど
を
明
記
の
上
、
〒
２
０
３

倆
８
５
５
５
、
市
役
所
生
活
文

化
課
男
女
共
同
参
画
係
宛
て
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
（seikatsub

unka@
city.higashikurum

e.lg.
jp

）
ま
た
は
直
接
同
課
（
市
役

所
２
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
（
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
）。

　

詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・

７
７
３
８
へ
。

男
女
平
等
推
進
市
民
会
議
の

市
民
委
員
を
再
募
集
し
ま
す

　

ご
み
の
収
集
を
通
常
通
り
該
当
地
域
で
行
う
の
は
、
年
末

は　

月　

日
（
火
）
ま
で
、
年
始
は
１
月
６
日
（
月
）
か
ら

１２

３１

で
す
（
粗
大
ご
み
・
剪
定
枝
の
受
け
付
け
は　

月　

日
〈
金
〉

１２

２７

ま
で
）。

　

ま
た
、　

月　

日
は
月
曜
日
の
祝
日
で
す
が
、
通
常
通
り

１２

２３

該
当
地
域
に
つ
い
て
収
集
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
暦
の
都
合
上
、　

月　

日
の
収
集
は
初
め
て
の
実

１２

３１

施
と
な
り
ま
す
。
年
内
最
終
日
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
部

地
域
に
お
い
て
は
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
収
集
日

程
を
早
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
来
の
収
集
日
に
は
改

め
て
収
集
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
を
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
☎
４
７
３
・
２
１
１
７
（
粗
大
ご

み
の
申
し
込
み
は
☎
４
７
３
・
２
１
１
８
）
へ
。

年
末
年
始
ご
み
の
収
集
日
程

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ののののののののののののののののののののののののののののの
減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減
量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量

ご
み
の
減
量
をををををををををををををををををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
ししししししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててててててて

目
指
し
て
⑦


